










 

研究の目的 

 1976 年を中心とした東京地域の風疹大流行に際し,妊婦自身がどれほど風疹

に罹患したかを知る目的で調査を実施した。この流行時都内の小学校学童は約

50%が罹患欠席するほど高い罹患率を示し,記録に残る限りでは最大の流行であ

ったが,このなかで妊婦自身の罹患率はまったく知られていない。風疹の特性上

妊婦についての被害状況を知ることは,今後の母子保健対策上もっとも重要で

あるので協同研究を実施した。 


